
【目指す学校像】

【目指す児童像】

【目指す教師像】

３つの

施策
中期経営目標
（施策の内容）

「取組・努力」の評価基準（学校・教職員の姿勢、取組状況）
評
定

３学期
評定

「成果」の評価基準（児童・生徒の変容）
評
定

３学期
評定

「家庭学習の充実に向けて取り組むことができた」の肯定的な回答が80％以上である。 4 「家庭学習がだんだんと取り組めるようになっている」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「家庭学習の充実に向けて取り組むことができた」の肯定的な回答が70％以上である。 3 「家庭学習がだんだんと取り組めるようになっている」の肯定的な回答が70％以上である。 3

「家庭学習の充実に向けて取り組むことができた」の肯定的な回答が60％以上である。 2 「家庭学習がだんだんと取り組めるようになっている」の肯定的な回答が60％以上である。 2

「家庭学習の充実に向けて取り組むことができた」の肯定的な回答が60％未満である。 1 「家庭学習がだんだんと取り組めるようになっている」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「分かる、楽しい、学ぶ喜びのある授業の実現を目指し授業改善ができた」の肯定的な回答が80％以上である。 4 「授業は、分かり、楽しいと思う」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「分かる、楽しい、学ぶ喜びのある授業の実現を目指し授業改善ができた」の肯定的な回答が70％以上である。 3 「授業は、分かり、楽しいと思う」の肯定的な回答が70％以上である。 3

「分かる、楽しい、学ぶ喜びのある授業の実現を目指し授業改善ができた」の肯定的な回答が60％以上である。 2 「授業は、分かり、楽しいと思う」の肯定的な回答が60％以上である。 2

「分かる、楽しい、学ぶ喜びのある授業の実現を目指し授業改善ができた」の肯定的な回答が60％未満である。 1 「授業は、分かり、楽しいと思う」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「児童に【やればできる・伸びている・役立っている】ことを感じさせる声掛けや指導ができた」の肯定的な回答が80％以上である。 4
「なかよし班活動などで、楽しく積極的に活動できた」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「児童に【やればできる・伸びている・役立っている】ことを感じさせる声掛けや指導ができた」の肯定的な回答が70％以上である。 3
「なかよし班活動などで、楽しく積極的に活動できた」の肯定的な回答が70％以上である。

3

「児童に【やればできる・伸びている・役立っている】ことを感じさせる声掛けや指導ができた」の肯定的な回答が60％以上である。 2
「なかよし班活動などで、楽しく積極的に活動できた」の肯定的な回答が60％以上である。

2

「児童に【やればできる・伸びている・役立っている】ことを感じさせる声掛けや指導ができた」の肯定的な回答が60％未満である。 1
「なかよし班活動などで、楽しく積極的に活動できた」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「児童が運動することを楽しむために、体育の授業や体育的行事、休み時間等の外遊びの奨励を実施できた」の肯定的な回答が
80％以上である。

4
「体育の授業、体育的行事、休み時間などの外遊びで、運動を楽しむことができた」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「児童が運動することを楽しむために、体育の授業や体育的行事、休み時間等の外遊びの奨励を実施できた」の肯定的な回答が
70％以上である。

3
「体育の授業、体育的行事、休み時間などの外遊びで、運動を楽しむことができた」の肯定的な回答が70％以上である。

3

「児童が運動することを楽しむために、体育の授業や体育的行事、休み時間等の外遊びの奨励を実施できた」の肯定的な回答が
60％以上である。

2
「体育の授業、体育的行事、休み時間などの外遊びで、運動を楽しむことができた」の肯定的な回答が60％以上である。

2

「児童が運動することを楽しむために、体育の授業や体育的行事、休み時間等の外遊びの奨励を実施できた」の肯定的な回答が
60％未満である。

1
「体育の授業、体育的行事、休み時間などの外遊びで、運動を楽しむことができた」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「親切な行為や思いやりの意義や大切さを考える指導ができた」の肯定的な回答が80％以上である。 4 「人に温かい心でかかわり、親切にすることができた」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「親切な行為や思いやりの意義や大切さを考える指導ができた」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「人に温かい心でかかわり、親切にすることができた」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「親切な行為や思いやりの意義や大切さを考える指導ができた」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「人に温かい心でかかわり、親切にすることができた」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「親切な行為や思いやりの意義や大切さを考える指導ができた」の肯定的な回答が60％未満である。 1 「人に温かい心でかかわり、親切にすることができた」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「チーム栄小で、連携して個に応じた支援ができた」の肯定的な評価が80％以上である。 4 「自分や友達のよいところ、頑張っていることが、分かる」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「チーム栄小で、連携して個に応じた支援ができた」の肯定的な評価が70％以上である。
3

「自分や友達のよいところ、頑張っていることが、分かる」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「チーム栄小で、連携して個に応じた支援ができた」の肯定的な評価が60％以上である。
2

「自分や友達のよいところ、頑張っていることが、分かる」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「チーム栄小で、連携して個に応じた支援ができた」の肯定的な評価が60％未満である。 1 「自分や友達のよいところ、頑張っていることが、分かる」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「些細な兆候でも意識していじめの認知に努め、学校全体で組織的に解決できた」の肯定的な回答が80％以上である。 4 「学校は楽しい」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「些細な兆候でも意識していじめの認知に努め、学校全体で組織的に解決できた」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「学校は楽しい」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「些細な兆候でも意識していじめの認知に努め、学校全体で組織的に解決できた」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「学校は楽しい」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「些細な兆候でも意識していじめの認知に努め、学校全体で組織的に解決できた」の肯定的な回答が60％未満である。 1 「学校は楽しい」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「校内で情報共有を図り、児童理解に基づく指導ができた」の肯定的な回答が80％以上である。 4 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「校内で情報共有を図り、児童理解に基づく指導ができた」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「校内で情報共有を図り、児童理解に基づく指導ができた」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「校内で情報共有を図り、児童理解に基づく指導ができた」の肯定的な回答が60％未満である。 1 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「校内研究や校内研修会・学年会等を通して、自分の学びを深めたり、実践したりすることができた」の肯定的な回答が80％以上であ
る。

4 4

「校内研究や校内研修会・学年会等を通して、自分の学びを深めたり、実践したりすることができた」の肯定的な回答が70％以上であ
る。 3 3

「校内研究や校内研修会・学年会等を通して、自分の学びを深めたり、実践したりすることができた」の肯定的な回答が60％以上であ
る。 2 2

「校内研究や校内研修会・学年会等を通して、自分の学びを深めたり、実践したりすることができた」の肯定的な回答が60％未満であ
る。

1 1

「地域の教育資源や外部人材を活用した豊かな体験と学びの機会を設定することができた」の肯定的な回答が80％以上である。 4 「地域に愛着をもっている」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「地域の教育資源や外部人材を活用した豊かな体験と学びの機会を設定することができた」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「地域に愛着をもっている」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「地域の教育資源や外部人材を活用した豊かな体験と学びの機会を設定することができた」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「地域に愛着をもっている」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「地域の教育資源や外部人材を活用した豊かな体験と学びの機会を設定することができた」の肯定的な回答が60％未満である。 1 「地域に愛着をもっている」の肯定的な回答が60％未満である。 1

「英語教育でコミュニケーション能力の素地又は基礎等の育成を図れた」の肯定的な回答が80％以上である。 4 「英語の授業では、すすんで聞いたり、話したりすることができると思う」の肯定的な回答が80％以上である。 4

「英語教育でコミュニケーション能力の素地又は基礎等の育成を図れた」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「英語の授業では、すすんで聞いたり、話したりすることができると思う」の肯定的な回答が70％以上である。
3

「英語教育でコミュニケーション能力の素地又は基礎等の育成を図れた」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「英語の授業では、すすんで聞いたり、話したりすることができると思う」の肯定的な回答が60％以上である。
2

「英語教育でコミュニケーション能力の素地又は基礎等の育成を図れた」の肯定的な回答が60％未満である。 1 「英語の授業では、すすんで聞いたり、話したりすることができると思う」の肯定的な回答が60％未満である。 1

前年度までの学校経営上の成果と課題【成果】・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善　・縦割り班活動「なかよし班活動」の実施　 ・運動の日常化を図る取組の推進　　 ・　地域の教育資源や外部人材等の活用

〇子供一人一人がよさや可能性を発揮し、未来を切り拓くための力を身に着ける学校　〇保護者・地域の方から信頼される学校　〇「チーム」としての力を生かし、主体的に課題を解決する学校

○自分たちの学習や生活等をよりよくするよう課題をもち、その課題解決のための方法を自分なりに工夫し、最後まで根気強くやり抜く子供
○体力向上を目指すとともに、心身ともに健康でたくましく、爽やかな挨拶と元気な返事ができる子供
〇一人一人の意見を尊重し、みんなと協力しながら奉仕する心をもって自らすすんで働く子供

〔様式５〕令和６年度　羽村市立栄小学校　　学校経営報告（学校評価報告表）　学校教育目標　　◎よく考えて学ぶ子　○明るく丈夫な子　○助け合って働く子

○挑戦…変化を前向きに受け止め、目標に向かって挑戦する教職員　○相手意識をもって深い信頼関係を築く教職員　○連携・協働して、チームに貢献する教職員

②確かな学力の定着 4

教員の肯定的な回答は91％（中間評価比
9％減）であった。授業改善を進め、よりよ
い取組ができたという回答も多かったが、
さらに改善できると回答した教員もいたた
め、肯定的な回答が中間評価よりも低く
なった。来年度は、ICTを活用して、一人一
人の子供たちが「分かる、楽しい、学ぶ喜
びのある授業」を実践できるよう、校内研究
等を進めていく。

4

児童の肯定的な回答が９３％（中間評価比
１％増）であった。児童が、教科担任制等を
通して指導の統一が図られ、教員の授業力
の向上につながったことが肯定的な評価に
つながったと考えられる。ICTや一人一台端
末を活用し、さらに、個別最適な学びや、協
働的な学びの実現を図り、「分かり、楽しい」
と感じる授業を目指していく。

③特色のある教育の推
進

　　　　　　　　（箇条書きで簡潔に）　　 　　 【課題】・ 特別支援教育の推進   　・ いじめ防止対策の推進　　　

実態や改善に向けた意見 実態や改善に向けた意見

教

育

ビ

ジ

ョ
ン

①小中一貫教育の推
進 4

教員の肯定的な回答は91％（中間評価比
10％増）であった。日頃から教員は、学習
の進度と家庭学習を連携させるよう取り組
んできた。また、家庭学習ウィークにおい
て、重点的に指導したり、高学年では自主
学習ノートを推進しているので、来年度も
取組を継続し、家庭学習の充実を目指す。

4

児童の肯定的な回答が８６％（中間評価比
１％増）であった。学年や学級によって差が
みられたため、全クラスで家庭学習の充実
を目指した取組を推進し、児童が家庭にお
いても自主的・主体的に学習に取り組める
習慣を身に付けられるよう、教員間での連
携、家庭との連携を充実させていく。

4

教員の肯定的な回答は95％（中間評価比
5％減）であった。なかよし班の活動だけで
なく、様々な場面で児童のよい行いを認め
たり、称賛したりできたという回答も多かっ
たが、さらに改善していきたいという回答も
あった。来年度も継続して、児童の自尊感
情が高められるよう、声掛け、指導をしてい
く。

4

児童の肯定的な回答が９４％（中間評価比
８％増）であった。なかよし班活動や学校行
事を通して、児童が達成感を感じた結果で
あると考えられる。様々な行事や取組で、
児童が自己効力感をもてるよう、来年度も、
学校全体で計画的に学校行事や活動を計
画・実践してく。

④新しい課題に対応し
た教育の推進 4

教員の肯定的な回答は82％（中間評価比
11％増）であった。体育の授業だけでなく、
マラソンタイムや、遊ぼうデーなどを行い、
児童の外遊びを奨励できた。今後も日常的
に運動を楽しもうとする児童を育成してい
く。 4

児童の肯定的な回答が８９％（中間評価比
２％増）であった。2学期は、運動会や、マラ
ソンタイム等があり、児童が意欲的に外で
体を動かす機会があり、意欲が高まってい
た。来年度も、児童が運動を楽しみながら
できるよう、活動を工夫していく。

⑥特別支援教育の推
進 4

教員の肯定的な回答は100％（中間評価と
同じ）であった。教員は、校内委員会や学
年会を通して支援が必要な児童に対して
共通理解を図り、学校全体での支援・指導
等を行った。今後も、チーム栄小で、連携し
て個に応じた支援を充実させていく。

4

児童の肯定的な回答が９６％（中間評価比
４％増）であった。肯定的な回答をした児童
が多いことから、多くの児童が自己肯定感
をもつことができていると考えられる。児童
が自分のよさや友達のよさに気付けるよう、
様々な場面で声掛けをしたり、活躍できる
場を設定していく。

⑤人権教育の推進と道
徳教育の充実 4

教員の肯定的な回答は95％（中間評価と
同じ）であった。「はむらの道徳科授業指
針」に基づく授業を行うとともに、相手の立
場を考えたり、相手の気持ちを思いやった
りすることを継続して指導してきた。今後
も、人権教育、道徳教育を推進し、「望まし
い習慣の形成」ができるようにしていく。

4

児童の肯定的な回答が９２％（中間評価比
２％増）であった。なかよし班活動や、学級
での活動の中で、友達や異学年の児童に
やさしく接する場面が多く見られた。学校・
保護者・地域で連携しながら、児童が望まし
い習慣を身に付けられるようにしていく。

⑧児童・生徒理解に基づ
く指導体制の構築 4

教員の肯定的な回答は100％（中間評価比
10％増）であった。教員は、日頃から学年
会等で児童の活動や様子などについて、
情報共有を図り、児童理解に努めている。
また「挨拶プラス一言」などを意識的に行う
ことを通して、児童が相談しやすい雰囲気
づくりに取り組んだ。来年度も継続して行っ
ていく。

4

児童の肯定的な回答が９４％（中間評価比
１％減）であった。学級ごとの結果を確認
し、児童への指導や声掛け、称賛などを工
夫、充実できるようにした。今後も、学年間、
学校全体で情報共有を行いながら、児童理
解を図り、適切な指導・支援を通して、児童
の健やかな成長を促していく。

⑦児童・生徒が楽しく
通える学校の実現 4

教員の肯定的な回答は100％（中間評価と
同じ）であった。教員は、児童観察を行い、
いじめにつながる行動を見逃さずに指導を
行い、アンケートを毎月実施して小さないじ
めから積極的に認知して、組織的に対応し
た。今後もアンケートに記載されない事案
等があることを念頭に置き、日頃から意識
して対応していく。

4

児童の肯定的な回答が９１％（中間評価比
３％増）であった。。すべての「児童が楽しく
通える学校」を目指し、アンケート調査を通
して、積極的にいじめを認知したり、安心し
て学校に通えるよう、学校全体で組織的に
対応していく。

学
校
の
特
色

読書活動や図書館の
利用及び学校の特色
や独自性のある取組

4

教員の肯定的な回答は94％（中間評価比
14％増）であった。2学期は、指導方法や声
掛けを工夫、改善した。また、英語地域講
師やALTを活用して、英語指導の教員研修
を充実させたことが、教員の肯定的な回答
につながったと考えられる。

4

児童の肯定的な回答が９１％（中間評価比
６％増）であった。今後も、英語、羽村学（郷
土学習）、人間学（キャリア教育）をはじめ、
各教科等の内容において地域の教育資源
や外部人材等をさらに発掘・活用して、豊か
な体験と学びの機会を設定していく。

⑨OJTを中心とした校
内研修体制の確立 4

教員の肯定的な回答は95％（中間評価比
5％増）であった。教員自身が、自分の課題
を設定する校内研究を推進したことで、教
員が「話し合い活動」や「課題解決力」「ウェ
ルビーイング」等について主体的に学びを
深めることができた。来年度もテーマを継
続し校内研究を進めていく。
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児童の肯定的な回答が８３％（中間評価比
８％増）であった。中間評価を基に、指導方
法や、声掛け等を改善した結果、児童の肯
定的な回答が良くなったと考えられる。児童
がすすんで聞いたり、話したりすることがで
きると思えるよう、今後も、指導や声掛け等
を行っていく。

⑩保護者や地域住民
の協力・参画 4

教員の肯定的な回答は86％（中間評価比
14％増）であった。地域の教育資源、英語
地域講師、読み聞かせボランティア、なか
よし班花植えボランティア、安全指導、外部
講師など、様々な場面で地域の人材を活
用することができた。地域の方々の協力・
参画を得て、来年も学びの機会を充実させ
ていく。

4


